
●「地域との共存共栄」という経営理念のもと、地域経済活性化に資する地域密着型金融に継続して取り組んでいくこと
が、将来的な当行の収益向上につながるものと認識しています。

●地域密着型金融は、お取引先の業績拡大・新事業の創業・事業再生等の支援に従来以上に深く関与することで、金融機
関の収益基盤である地域経済の活性化に貢献し、「課題解決を通じたお客さまの成長」と「当行の持続的な成長」を実現
するビジネスモデルであると考えています。

●2023年4月からスタートした中期経営計画「First Call Bank」では、お客さまのサステナビリティに貢献する「First 
Call Bank営業」を実践することを通じて、地域経済の持続可能な成長を実現してまいります。

●現在、地域社会においては、デジタル化の進展、気候変動への対応等、大きな構造変化の中にあり、お客さまは多くの
課題に直面しております。そうした地域の抱える課題に対して、お客さまと当行が協働して解決策を講じることが、
結果として地域と当行の持続的な成長につながると考えます。
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●宮崎銀行グループでは、営業店・本部・グループ会社が一体となってお客さまのサポートに取り組んでおります。
●また、必要に応じて、提携する各種外部連携機関、専門家等を通じ、お客さまの幅広いニーズにお応えできる態勢を整

えています。

地域密着型金融の取り組み方針

宮崎銀行の支援態勢

（1）中小企業の経営支援に関する取り組み方針
①地域密着型金融の取り組み方針

（2）中小企業の経営支援に関する態勢整備の状況
支援態勢のイメージ図

②長期ビジョンの概要

自由闊達・明朗・融和

積極果敢

店舗網と対面営業力

信頼と歴史

強固なお客さま基盤

※インフラ創造企業…地域・お客さまにとって必要不可欠なサービス・仕組みを提供する銀行グループ

地域密着型金融の取り組み
～中小企業の成長支援および地域活性化のための取り組み状況～

ソリューションの提供

経済的価値と社会的価値の極大化

【長期ビジョン：100周年に目指す姿】

地域と共に持続的な成長を実現するインフラ創造企業

共存共栄

当行の文化・強み地域の抱える中長期的な課題
人口減少

生産年齢人口減少
企業数減少
アフターコロナ
気候変動・脱炭素
デジタル化
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●地元のお取引先に対し、最適なソリューションの提供や円滑な資金供給に積極的に取り組んだ結果、地元のお取引先数
が増加しました。

地域のお客さまとのリレーションの状況

17,242

17,562
17,771

2024年3月末2023年3月末 2025年3月末

＜宮崎県・鹿児島県 与信取引先数＞ （先）

8,502 8,540
8,634

2024年3月末2023年3月末 2025年3月末

＜メイン取引先数＞ （先）

ライフステージ

サポート内容

【創業支援】
・ビジネスコンテスト開催
・創業計画策定
・資金調達　等

【事業成長支援】
・販路拡大支援
・海外ビジネス
・M&A　等

【経営改善支援】
・抜本的な事業
　再生に向けた
　支援

創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期

【各種課題解決に向けた支援】
・計画策定支援、事業転換支援
・資金調達、各種サービスの提供等、総合
的なサポート

●事業性評価に基づき、お取引先のライフステージに応じた幅広い支援を展開しております。

2023年3月末 2024年3月末 2025年3月末

創業期 887 � 908 � 890

成長期 928 � 1,017 � 1,098

安定期 5,978 � 6,016 � 5,984

低迷期 574 � 463 � 417

再生期 1,276 � 1,356 � 1,430

＜ライフステージ別の取引先数＞ （先）

（3）中小企業の経営支援に関する取り組み状況
①地域のお客さまとのリレーションの状況

②お取引先のライフステージ応じた支援内容
お取引先のライフステージに応じた支援内容
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　2 0 2 4年1 0月、宮崎県内の大学･短大･高専生を対象に
「宮崎・学生ビジネスプランコンテスト」を開催しました。
2017年度の「みやだいビジコン」から数えて8回目となる今回
は、市場に流通しない未利用魚を飲食サービスとして提供する
ビジネスプランがグランプリに輝きました。
　引き続き、活躍する若者のチャレンジを応援してまいります。

創業・新規事業開拓の支援
③創業・新規事業開拓の支援

  ｢新生シリコンアイランド九州｣の実現に向け2024年1月
に発足した「九州･沖縄地銀連携協定(愛称:Q-BASS)」は、
現在、九州･沖縄･山口の地銀13行が参加しております。
2024年4月には、「台湾地震･義援金募金」を実施。同年
10月には、｢半導体･日台協業プロジェクト｣の参画、同年
12月には「半導体関連企業向け台湾商談会」を実施しま
した。

　少子高齢化が進む地方において、南九州での企業経営を
志す経営候補者(サーチャー)と地元企業をつなぎ後継者
不在による宮崎・鹿児島・熊本県の事業承継問題の解決に
貢献するため、「南九州サーチファンド1号」に出資しました。
　引き続き、お客さまの事業承継･成長戦略に対するニーズ
にお応えし、地域経済の発展に寄与してまいります。

成長段階における支援
＜九州・沖縄地銀連携協定(Q-BASS)＞ ＜ 「南九州サーチファンド1号」への出資＞

④成長段階における支援

 

 

  

(有限責任組合員) (無限責任組合員)

出資

※日本M&AセンターHDの100％子会社

運営管理

 投資

(サーチャー) (投資対象会社)

 投資

(サーチャー) (投資対象会社)

 投資

(サーチャー) (投資対象会社)

南九州サーチファンド 1 号
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　経営者さまの事業承継･成長戦略に関するニーズにお応え
するため、2014年4月に「事業承継・M&A支援室」を新設、
2020年10月には「鹿児島分室」を設置しております。2024
年6月、日本M&Aセンターが主催する第12回M&Aバンク
オブザイヤーにおいて、通算4回目となる九州・沖縄地区

「地域貢献大賞」を受賞しました。
　地元企業の製造業における取り組み事例では、400名超の
従業員の継続雇用や、高度な
技術の承継が実現し、両社の
発展に貢献することができま
した。
　引き続き、地域やお取引先
企業さまの持続的発展に積極
的に取り組んでまいります。

●�経営改善が必要なお取引に対し、改善計画を策定し、計画達成に向けた支援を積極的に行うとともに、お取引先への
ソリューション提供の一つとして、M＆Aや事業承継の支援にも積極的に取り組んでおります。

経営改善・事業再生・業種転換等の支援
⑤経営改善・事業再生・業種転換等の支援

地域の活性化に関する取り組み状況
＜ひなたアライアンス＞　

（4）地域の活性化に関する取り組み状況

＜経営改善計画（実抜計画）策定先数＞� （先）

125

101

138

2023年3月期 2025年3月期2024年3月期

＜事業承継・M&Aの取り組み＞�

　2024年7月、参加金融機関が相互の連携を強化し、地域
社会に対する安定的かつ高品質な金融機能の提供および
地域経済のさらなる成長を目指すため、地元信用金庫2庫と

「ひなたアライアンス」を締結しました。相続事務の共通化を
メインテーマとした事務分科会と、顧客向けソリューション
を相互に活用することを目的とした顧客支援分科会を立ち
上げ、継続的にディスカッションを行っております。
　地域の課題解決に資する事業･活動を通じ、地域社会の
持続的な成長に貢献してまいります。

＜宮崎県デジタル人財育成コンソーシアム＞
　2023年5月に設立した、「宮崎県デジタル人財育成コン
ソーシアム」では、産学官が各自の強みを出し合い、一体と
なってデジタル人財の育成に取り組んでおります。
　デジタル人財育成に向けた講演会やDXに取り組む企業
訪問などにより、デジタル技術の普及･浸透･質的向上を
推進し、地域課題の解決、地域創生に取り組んでまいります。
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